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三井ホーム株式会社との販売提携 及び 

SE構法による木造校舎増築プロジェクト着工のお知らせ 

 

当社は、木造枠組壁工法（ツーバイフォー工法）のリーディングカンパニーである三井ホーム

株式会社と販売提携をおこない、この度、同社が初めて SE構法を採用して設計した、学校法人コ

ングレガシオン・ド・ノートルダムが運営する桜の聖母学院中学校の校舎増築プロジェクトが着

工いたしましたのでお知らせいたします。 

 

１． SE構法の販売提携の経緯 

三井ホーム株式会社は、木造枠組壁工法のリーディングカンパニーとして、住宅建築を主軸

に建築物の木造化を図り、近年では特別養護老人ホームや木造マンション等の中大規模建築物

の木造化も実現されてきました。 

2050年のカーボンニュートラル実現に向けて施設建築等の非住宅建築物の木造化が期待され

る中、同社のこれまでの実績とは必要とされる空間の特性が異なる施設系建築の木造化を推進

するため、ツーバイフォー工法のみならず、多様な木造工法で非住宅建築物の木造化に対応す

る目的で当社と SE構法の販売提携をおこないました。 

三井ホーム株式会社がこれまでに培ったツーバイフォー工法による技術と当社独自の工法で

ある SE構法の組み合わせを契機として、「日本に安心・安全な木構造を普及させる」という当

社の目標に向けて、様々な中大規模建築物の木造化に取り組み、事業の拡大を推進してまいり

ます。 

 

２．木造校舎増築プロジェクトで「SE構法」が採用された背景 

本プロジェクトは、「児童・生徒・保護者・職員が温もりや親しみを感じる校舎にしたい」

という学校側の想いや、燃えしろ設計で構造躯体である柱や梁の木質感を表現したいという要

望を解決するため、三井ホーム株式会社と当社で協議を重ねた結果、法的条件を満たしながら、

構造安全性と設計の自由度を両立できる構法として、当社の「SE構法」が採用されました。 

学校施設における木材利用は、木の感触や調湿・断熱性能による心理的・健康面での効果に

加え、木造化による温暖化抑制など地球環境の課題解決にもつながります。本プロジェクトで

は、福島県産木材を取り入れることで地域貢献にも寄与しております。 



 

３．今後の見通し 

 本件が当社の 2026 年３月期の連結業績に与える影響は軽微であるものと判断しております

が、中長期的には当社の連結業績及び企業価値の向上に資するものと考えております。公表す

べき事項が生じた場合には、速やかにお知らせいたします。 

 なお、本件に関する詳細につきましては、別紙プレスリリースをご参照ください。 
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2025 年 7 月 8 日 

株式会社エヌ・シー・エヌ 

 

エヌ・シー・エヌの「SE 構法」、桜の聖母学院中学校の木造校舎増築に採用 

～地元・福島県産の木材で、「環境意識を育む学び舎」を実現～ 

 

木造建築プラットフォーム企業 株式会社エヌ・シー・エヌ（東京都千代田区、代表取締役社長：田鎖郁男、以下

エヌ・シー・エヌ）は、学校法人コングレガシオン・ド・ノートルダムが運営する桜の聖母学院中学校（福島県）

の木造校舎増築プロジェクトに、「SE 構法」が採用されたことをお知らせします。同プロジェクトは三井ホーム株

式会社（以下、三井ホーム）が設計・施工を担当しています。環境共生に配慮した教育空間の実現のため、構造計

算に基づいた高強度かつ耐震性に優れた木造建築を可能にする「SE 構法」が選ばれました。 

 

三井ホームが設計・施工を担う本プロジェクトでは、「児童・生徒・保護者・職員がぬくもりや親しみを感じる

校舎にしたい」という学校側の想いを受け、従来の RC 造校舎に木造の温かみを加えることが求められていました。

しかし、耐火性能が厳しく問われる校舎への木造増築には、高い構造安全性と法的条件の両立という技術的な障壁

が存在していました。 

そこでエヌ・シー・エヌは、令和 4 年の建築基準法の改正により可能となった「火熱遮断壁等を用いた耐火建築

物への木造増築」に対応し、「SE 構法」を活用した設計支援を実施しました。さらに、「SE 構法」の技術で可能

となる「燃えしろ設計」を採用することで、木の構造材を意匠として見せながらも、求められる耐火性能を満たす

建築が実現しました。 

 交流ホールや教室には木の温もりが活かされ、安心感ある学びの場となっており、福島県産木材を内装や家具に

取り入れ、地域資源の活用と林業振興にも貢献しました。木造建築の心理的効果やウェルビーイング向上への寄与

も期待されています。 

 エヌ・シー・エヌは、今後も「SE 構法」を通じ、非住宅分野での木造化と脱炭素社会の実現に取り組んでまいり

ます。 



 ■施設概要 

建築地    ：福島県福島市花園町 31 番１ 外９筆 

建築主    ：学校法人コングレガシオン・ド・ノートルダム 

施設名称   ：桜の聖母学院小中学校校舎 

設計監理   ：三井ホーム株式会社 

施工     ：三井ホーム株式会社 

敷地面積   ：8699.44 ㎡（2631.58 坪） 

建築面積増築 ：943.76 ㎡（285.48 坪） 

延床面積増築 ：1466.13 ㎡（443.50 坪） 

規模・構造  ：２階建て・木造軸組工法（SE 構法） 

工事工期   ：2025 年 5 月～2026 年 1 月 

 

 

■SE 構法とは 

「SE(Safety Engineering)構法」は、従来、鉄骨造や RC 造において主流だったラーメン構法を木造住宅に取り

入れ、安全かつ便利に利用できるようにシステム化したエヌ・シー・エヌ独自の木造建築システムです。  

軸組部分には高精度な構造用集成材、接合部には独自開発の高強度な SE 金物を使用することで、圧倒的な構造

強度を実現します。すべての建物に構造計算を実施、そのデータをもとに設計をすることで、優れた耐震性能と自

由度の高い空間を兼ね備えた木造建築物を実現します。大開口、高い吹き抜けを自在に配置することができるので、

パッシブな住宅、大規模木造建築として広く採用されています。 

https://www.ncn-se.co.jp/se/ 

                                        

■安心・安全で資産価値のある木造建築を提供する仕組みをつくる 

木造建築プラットフォーム企業「エヌ・シー・エヌ」とは 

名称 ：株式会社エヌ・シー・エヌ （https://www.ncn-se.co.jp） 

代表者：代表取締役社長 田鎖郁男 

所在地：〒100-0014 東京都千代田区永田町 2-13-5 赤坂エイトワンビル７階 

ＴＥＬ：03-6897-6311  ＦＡＸ：03-6770-4228 

設立 ：1996 年 12 月 11 日 

資本金：3 億 9,109 万円 （2025 年 3 月末現在） 

https://www.ncn-se.co.jp/se/
https://www.ncn-se.co.jp/


従業員数：単体 102 名、連結 145 名（2025 年 3 月末現在） 

（構造設計一級建築士 1 名、一級建築士 14 名、二級建築士 15 名） 

 

 【報道関係者様のお問い合わせ先】 

エヌ・シー・エヌ PR 事務局 ＜株式会社イニシャル内＞ 担当：大幡・勅使河原・小野・樋口 

Tel: 03-5572-6316 Fax: 03-5572-6065 E-mail: ncn_pr@vectorinc.co.jp 

 


